近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２８日（日）
曇り・小雨
	報告者
	京都府社協：北尾・鬼城
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	　

	 ※　　　はリーダー

北尾、徳岡、遠城、丸山、長谷部、竹内、鬼城


	（主な日程）
	8:30朝礼、本日の活動説明
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ボランティア送り出し
・ニーズ受付
・現地調査等
17:00 災害VC運営に係る打ち合わせ（今後の運営に関する課題整理、対応等）
18:45 活動終了


	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査等の活動に加え、新たに送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理を行った。

〇VCの状況（対応13件　完了11件）
・本日は昨日課題となっていた車両の運行管理を行い、集積場待ちや送迎車両の不足について対応をし、活動を進めた。一定の成果はあった。
・活動開始の報道等もあってか、被災者からのニーズ件数は52件受け付けた。
・新たな活動として、明日から矢田郷コミセンの仮設トイレの掃除をボランティアで実施することとなった。（9：00と15：00）
・オリエンテーションの場所が狭いため、今後のボランティア受入数拡大にむけて、オリエンテーション場所を2階の広い部屋へ移動させることとなった。あわせて、ボランティアが移動する導線も変更する。明日移転作業を行う。
〇資材の購入等について
・県庁の許可を経て購入する必要がある。その手順について共有された
県庁に必要物のリストを送り許可を経てコメリで購入（請求書払い）する。

〇第2クールへの引継ぎ
・活動終了後、明日の業務引継ぎにむけて活動状況の共有、打合せを行った。


	今後の主な予定
	・ボランティア活動を拡大するためのセンター運営体制整備をすすめる。
・１，２クールでの状況を踏まえ、近畿ブロック派遣の体制の検討。

	調整課題・所感等
	・各部門での課題を洗い出し、地元社協と応援職員、JC等の関係者と一つずつ改善に向けて進めている。
・今後、ニーズに対応するべく、ボランティアの受け入れを拡大していく（当面の目標60人）方向と時期等について、次クールでの検討が必要。人員体制と車両（送迎車、軽トラ）確保が課題。
・少しずつ職員の本音もうかがえるようになった。応援派遣や他団体との協働により、職員が休めるような体制づくりを進めていく必要がある。
・2月の寒波等に備えて、活動できない日を想定した対応を確認しておく必要がある。
・土日は災害後者集積場がとても混むため、軽トラックが効率よく動けずボランティア活動が不効率となることから、土日は家の前に家財道具など出すことに留め、平日にそれらの家財道具を回収し、集積所に運ぶといったような、活動内容分けることも検討することも必要。

	その他
	・不足資材の購入について、災害VC近くの「コメリ」で調達が可能であるが、その際に調達者の名刺を店に渡さないといけないとのこと。ついては、3クール以降の応援職員については、名刺を少し多めに持ってきていただきたい。




